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は
じ
め
に
港
町
塩
能
の
歴
史
は
、
古
代
陸
奥
国
府
多
賀
城
の
外
港
（
国
府
津
）
と
い
う
位
置
づ
け
よ
り
は
じ
ま
る
。
陸
路
に
よ
り
多
賀
城
政
庁
と
直
結
し
て
い
た
こ
と
か
ら
（u
、
軍
港
と
し
て
の
性
格
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
多
賀
城
政
庁
の
機
能
が
低
下
し
て
い
く
一
方
で
、
十
二
世
紀
前
半
、
鹽
一Mm一
神
社
の
陸
奥
国
一
宮
と
し
て
の
地
位
が
定
着
す
る
と
、
そ
の
門
前
と
し
て
の
港
湾
機
能
の
発
達
が
考
え
ら
れ
（十
三
世
紀
に
は
「塩
-af
津
」
と
ぃ
う
名
称
が
史
料
上
所
見
す
る
）
、
中
世
に
は
番
浜
（現
・
七
ヶ
浜
町
）
を
経
由
し
て
冠
川
の
水
迎
を
利
用
し
た
岩
切
の
国
府
市
場
（
冠
屋
市
場
・
河
原
宿
五
日
市
場
）
と
の
連
絡
を
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
流
通
拠
点
と
ぃ
う
こ
の
位
置
づ
け
は
、
駒
犬
城
（
現
・
塩
種
市
東
図
寺
）
に
拠
つ
た
戦
国
期
塩
f一一の
領
主
佐
藤
氏
の
撤
退
後
も
受
け
継
が
れ
、
近
世
初
頭
に
は
入
り
江
の
理
め
立
て
に
と
も
な
う
町
場
の
拡
張
が
す
す
み
、
城
下
町
仙
台
へ
の
海
産
物
を
中
心
と
す
る
物
資
の
供
給
元
と
、
遊
興
の
場
と
し
て
発
展
を
と
げ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
港
町
塩
・m
一
の
成
立
と
展
開
は
、
市
村
高
男
氏
・
齋
藤
善
之
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
詳
細
に
あ
と
づ
け
ら
．- :l一一一一。ま
た
、
大
石
直
正
氏
に
よ
る
「留
一
」一一一一限帳
」
の
研
究
に
よ
り
、
戦
国
期
を
中
心
と
す
る
塩
-ii
津
の
領
主
の
あ
り
方
・
町
場
の
住
民
層
・
景
観
の
復
元
が
総
合
的
に
解
明
さ
れ
て
い
（a
。
一
方
、
中
世
の
一
理
通
神
社
に
関
し
て
も
、
は
や
く
古
川
左
京
氏
が
基
本
的
な
史
料
を
整
理
・
紹
介
し
、
大
塚
徳
郎
氏
・
押
木
耿
介
氏
・
一一重田
武
氏
・
伊
藤
清
郎
氏
に
よ
っ
て
組
織
・
社
領
・
祭
礼
な
ど
の
基
本
的
な
事
項
が
整
理
さ
れ
て
一一一e（・一一。中
世
の
鹽
一組
一
大
明
神
・
祭
神
に
関
し
て
も
、
製
塩
と
そ
れ
に
と
も
な
う
神
事
の
あ
り
方
か
ら
大
石
直
正
氏
が
、
社
会
に
流
布
し
た
伝
承
・
語
り
物
文
芸
の
内
容
か
ら
入
間
田
宣
夫
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
を
く
ゎ
え
て
い
（-a
。そ
し
て
、
こ
の
蓄
裁
の
上
に
発
表
さ
れ
た
大
石
氏
の
最
新
論
考
「中
-世
の
鹽
im一
神
社
」
の
中
に
、
簡
潔
な
が
ら
も
中
世
鹽
意
神
社
・
塩
寵
津
研
究
の
現
時
点
に
お
け
る
達
成
が
示
さ
れ
て
い
る
と
ぃ
え
る
だ
ろ（
-
。
さ
て
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
が
依
拠
し
た
主
要
な
史
料
の
一っ
が
、
現
在
、
盟
種
神
社
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「鹽
・m
M一神
社
文
書
」
で
あ
る
。
中
…一M l!:
奥
羽
の
世
界
を
研
究
す
る
上
で
必
須
の
文
書
群
と
い
え
る
が
、
そ
の
伝
来
や
史
料
的
性
格
に
っ
い
て
の
言
及
は
、
議
論
の
前
提
と
な
る
基
礎
作
業
（
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク
）
の
部
類
に
属
す
る
た
め
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
意
外
に
も
少
な
ぃ
。
内
容
か
ら
聽
需
一神
社
右
宮
一
祢
宜
家
関
係
の
文
書
辞
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
一70（
前一、
そ
れ
が
「鹽
一通
神
社
文
書
」
と
し
て
今
に
伝
来
し
た
過
程
、
ま
た
右
宮
一
祢
宜
と
そ
の
他
の
神
官
領
主
層
、
と
く
に
左
宮
一
祢
宜
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
か
と
い
う
基
本
的
な
論
点
は
、
蓄
積
厚
い
中
世
塩
一一一M一津
・
鹽
種
神
社
研
究
の
中
に
お
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
取
り
上
げ
て
よ
い
課
題
の
よ
う
に
思
わ
れ
（a
。
240
七
海
雅
人
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
の
塩
電
1
鹽
電
神
社
上
級
神
職
層
の
動
向
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
「鹽
一通
神
社
文
書
」
の
伝
来
過
程
を
整
理
し
、
中
世
鹽
i
面
神
社
上
級
神
職
層
の
動
向
を
跡
づ
け
て
み
た
い
。
そ
の
上
で
、
先
行
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
中
一
世
前
期
塩
一姐一津
の
空
間
構
成
を
整
理
す
る
。
1
「鹽
電
神
社
文
書
」
の
伝
来
（1
）
中
世
前
期
盟
n一E
神
社
の
上
級
神
職
は
じ
め
に
、
中
世
前
期
一
田
益
神
社
の
上
級
神
職
を
整
理
す
る
。
平
泉
藤
原
氏
政
権
を
滅
ぼ
し
、
大
河
兼
任
の
蜂
起
を
鎮
圧
し
た
源
頼
明
は
、
多
賀
国
府
の
新
留
守
所
・
本
留
守
を
逮
捕
し
、
伊
沢
家
景
を
陸
奥
留
守
職
に
任
じ
て
国
府
経
営
に
あ
た
ら
せ
た
。
そ
の
子
孫
は
同
所
職
を
相
伝
し
、
留
守
氏
を
名
の
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
留
守
氏
惣
領
は
、
葛
西
氏
と
と
も
に
奥
州
惣
奉
行
を
構
成
し
、
陸
奥
国
御
家
人
の
筆
頭
と
ぃ
う
位
置
に
も
あ
っ
（・一。そ
の
活
動
を
支
え
た
の
が
、
国
府
在
来
の
勢
力
で
あ
り
、
塩
意
津
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
執
事
の
佐
藤
氏
で
あ
（
和
。
そ
の
上
で
さ
ら
に
も
う
一
っ
、
留
守
氏
惣
領
は
一
田
M
'・
需
一神
社
の
神
、王
と
い
う
地
位
に
も
就
い
て
い
た
。
奥
州
惣
奉
行
・
陸
奥
留
守
職
と
い
う
世
俗
的
政
治
権
限
の
み
な
ら
ず
、
彼
は
二 :
-一 :一鹽
・一一m一
神
社
神
主
職
も
兼
帯
し
、
宗
教
的
な
側
面
か
ら
も
国
府
な
ら
び
に
陸
奥
国
の
安
泰
に
関
与
し
得
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
（
和
。
こ
の
鹽
一配神
社
の
神
主
と
い
う
立
場
を
支
え
て
い
た
の
が
、
同
社
左
宮
一 :
祢
宜
安
大
夫
、
右
宮
一
祢
宜
新
大
央
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
安
大
・
実
は
、
近
世
に
は
阿
部
家
を
名
の
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
来
は
安
（阿
）
倍
性
で
あ
り
、
陸
奥
国
在
来
勢
力
の
一
派
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
（一一）。そ
の
屋
一收
は
鹽
・一通一
神
社
が
所
在
す
る
一
森
山
の
:一配
、
中
世
の
参
道
と
推
定
さ
れ
る
七
1l1
坂
の
入
り
口
に
隣
接
す
る
形
で
所
在
し
て
い
た
と
ぃ
（
、一。したが
っ
て
安
大
夫
は
、一
照
一一m一神
社
祢
宜
家
の
中
で
も
格
段
に
古
い
由
結
を
も
ち
、
本
来
、
鹽
一一m神
社
の
膝
下
を
押
さ
え
て
い
た
神
官
領
、i-一
と
考
え
ら
れ
る
。新
大
夫
は
、
そ
の
名
の
り
ゃ
右
宮
一
祢
宜
と
ぃ
う
地
位
か
ら
見
て
、
安
大
夫
に
遅
れ
て
一
Em
能
神
社
の
神
官
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
族
は
小
野
姓
だ
が
、
「解
能
一
神
社
文
書
」
に
よ
る
と
、
中
世
に
お
い
て
惣
領
家
は
そ
の
本
姓
と
な
る
春
日
姓
を
名
の
り
、
吉
津
に
提
点
を
置
い
て
い
（・一。
こ
れ
は
、
安
大
夫
が
一E
益
一
神
社
境
内
を
押
さ
え
て
い
た
た
め
、
遅
れ
て
入
つ
て
き
た
新
大
夫
は
、
本
提
地
を
一
森
山
か
ら
離
れ
た
外
縁
的
な
入
り
江
に
構
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「春
日
椎
現
験
記
」
卷
一
に
は
、
「我
朝
悪
鬼
邪
神
」
征
討
の
た
め
「武
発
槌
の
命
」
が
塩
一前一浦
に
降
り
立
ち
、一那
神
を
退
治
し
た
後
に
常
陸
国
鹿
島
へ
選
つ
た
と
い
う
記
述
を
（
l5
）o
「一
．
．
．
、
一
、
破
せ
る
新
大
・
天
の
春
日
姓
は
律
令
国
家
に
よ
る
蝦
夷
戦
争
の
歴
史
力
反
映
さ
れ
て
い
る
と
お
ぼ
し
ぃ
、
こ
の
祭
神
の
一-t1
来
伝
承
と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う一a
。
（2
）
「望
電
神
社
文
書
」の
内
容
っ
ぎ
に
、
「鹽
一M一神
社
文
書
」
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
同
文
書
は
一
大
点
を
数
え
る
が
、
す
べ
て
『
仙
台
市
史
』
資
料
編
1
古
代
中
世
（
仙
台
市
、
一
九
九
五
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
1
号
文
治
二
年
（一
一
八
六
）
四
月
二
十
八
日
、
陸
奧
国
公
文
所
力
下
文
案
多
賀
国
府
公
文
所
の
発
給
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
宛
所
は
竹
城
保
司
（
竹
城
は
高
城
と
も
書
き
、
現
行
地
名
は
後
者
）
。
守
真
源
藤
祢
宜
の
所
役
免
除
を
命
じ
、
ま
た
同
人
の
国
中
往
反
を
保
証
す
る
過
書
と
し
て
の
内
容
を
含
む
。
守
真
源
藤
は
、
近
世
の
新
大
夫
家
の
由
結
に
よ
る
と
第
六
代
日
の
人
物
に
あ
た
（a
。
本
文
書
に
は
吉
良
」員
経
の
器
が
あ
る
（
「正
交
了
、
富
内
大
-E
源
朝
n
-一
（
花
押
）
」）
。
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2
号
建
久
四
年
（一
一九
三
）
三
月
七
日
、
-a
倉
幕
府
将
軍
家
政
所
下
文
案
宛
所
は
陸
奥
国
竹
城
保
。
同
保
に
関
し
て
、
鹽
種
神
社
の
臨
時
祭
料
田
二
町
五
段
を
引
き
募
る
こ
と
を
命
じ
る
。
本
文
書
の
真
の
受
給
者
は
同
祭
料
田
の
当
知
行
人
と
な
る
が
、
前
号
・
次
号
文
書
な
ど
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
大
夫
の
知
行
が
想
定
で
き
る
。
本
文
書
に
は
吉
良
貞
経
の
裏
書
が
あ
る
（「正
交
了
、
宮
内
大
輸
源
朝
臣
（花
押
）
」）
。
3
号
富
程
一一
年
（一一一一一七
）
三
月
二
日
、
関
東
下
知
状
案
右
宮
一
祢
宜
戦
の
相
続
を
め
ぐ
る
豐
am一f
神
社
神
主
留
守
家
元
（伊
沢
家
景
子
息
）
と
右
富
一
祢
宜
利
恒
と
の
相
論
裁
許
状
。
利
恒
は
自
身
の
下
人
へ
一
祢
宜
職
を
譲
与
し
た
と
こ
ろ
家
元
か
ら
追
却
さ
れ
た
と
訴
え
、
そ
れ
に
対
し
て
家
元
は
、
利
恒
は
隻
限
に
な
っ
た
た
め
所
職
を
子
息
高
真
へ
讓
与
し
た
の
だ
と
反
論
す
る
。
幕
府
は
利
恒
の
一
祢
宜
職
を
安
堵
し
、
竹
城
保
神
田
二
町
五
段
の
知
行
を
保
証
す
る
判
断
を
下
し
て
い
る
。
な
お
、
神
主
1
祢
宜
間
の
相
論
が
幕
府
訴
訟
機
関
に
受
理
さ
れ
、
審
理
・
裁
許
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
期
の
留
守
氏
と
左
右
一
祢
宜
と
の
関
係
は
、
片
務
的
な
主
従
関
係
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
4
号
（a
応
元
年
一̂
三
五
〇
〉
）
、
題
n一神
社
左
宮
一 :
都
宜
安
大
夫
時
常
目
安
写
新
大
夫
恒
高
の
濫
訴
に
対
し
て
反
論
し
た
安
大
夫
時
常
の
陳
状
。
時
常
の
知
行
地
で
あ
る
左
宮
林
の
範
囲
を
明
示
し
た
上
で
、
そ
れ
を
恒
高
が
押
領
し
て
い
る
と
訴
え
る
。
主
張
す
る
左
宮
林
の
範
囲
は
、
東
の
境
界
=
山
時
地
（山
崎
は
女
郎
山
小
松
崎
辺
の
古
名
）
、
南
の
境
界
=
仁
王
堂
道
（5
号
〈
後
掲
史
料
1
〉
に
「仁
王
堂
の
下
は
、
小
山
坊
の
敷
き
な
り
」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。
小
山
坊
は
現
・
塩
-if
市
雲
上
寺
の
数
地
で
あ
り
、
付
近
一
帶
を
小
山
囲
と
呼
ぶ
。
こ
こ
か
ら
鳥
居
原
に
い
た
る
道
と
考
え
ら
れ
る
）
、
西
の
境
界
=
不
成
梨
子
木
（梨
木
平
と
呼
ば
れ
る
現
・
利
府
町
春
日
一
本
松
の
地
。
も
と
春
日
神
社
が
所
在
す
る
）
、
北
の
境
界
=
野
中
大
道
（
月
見
ヶ
丘
霊
国
の
前
の
古
道
。
利
府
町
加
瀬
野
中
と
の
境
界
線
を
通
過
す
る
）
と
す
（
和
。
本
文
書
に
は
「観
応
元
九
月
十
七
日
裏
在
封
判
」
の
端
書
が
あ
る
。
5
号
一a一n一
神
社
右
富
一
称
宣
新
大
夫
恒
高
重
カ
訴
状
写
（
後
掲
史
料
1
）
4
号
に
対
す
る
新
大
夫
恒
高
の
反
論
。
本
文
書
は
4
号
料
紙
の
裏
に
前
欠
の
形
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
安
大
夫
時
常
の
主
張
す
る
左
宮
林
の
範
囲
は
、
今
回
勝
手
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
大
夫
家
は
以
前
よ
り
こ
の
範
囲
内
に
お
い
て
留
守
氏
の
承
認
の
も
と
、
独
自
の
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
今
さ
ら
安
大
夫
が
自
己
の
排
他
的
領
地
と
主
張
す
る
の
は
濫
訴
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
本
文
書
の
内
容
よ
り
、
鎌
倉
期
に
お
け
る
安
大
夫
1
新
大
夫
間
の
訴
訟
は
、
神
主
で
も
あ
る
留
守
氏
が
主
一一mす
る
訴
訟
機
関
（多
賀
国
府
政
庁
）
に
お
い
て
審
理
・
裁
許
が
お
こ
な
ゎ
て
い
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。6号
観
応
二
年
（一三
五
二
十
二
月
二
十
三
日
、
足
利
尊
氏
:
和
判
吉
良
貞
家
下
文
（後
掲
-!
料
2
）
奥
州
管
領
吉
良
貞
家
が
、
新
大
夫
一個
高
に
対
し
て
、
2
号
・
3
号
文
書
に
も
と
づ
き
竹
城
保
離
一組
一
神
社
祭
料
田
二
町
五
段
・
在
家
、
右
宮
一 :
称
宜
職
を
安
堵
す
る
内
容
。
足
利
尊
氏
が
:
和
判
を
据
え
る
。
7
号
文
和
二
年
（一
三
五
三
）
卯
月
二
十
七
日
、
伊
資
守
広
家
打
渡
状
新
大
央
恒
高
へ
宮
城
郡
田
子
庄
日
御
供
米
の
給
田
を
与
え
る
内
容
。
寄
進
状
と
施
行
状
に
も
と
づ
き
当
該
所
領
を
沙
汰
し
付
け
る
と
い
う
記
般
か
ら
、
鹽
・m
M一神
社
（
実
際
は
新
大
夫
だ
ろ
う
）
に
対
し
て
、
室
町
幕
府
将
軍
ま
た
は
奥
州
管
領
か
ら
寄
進
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
推
測
で
き
る
。
8
号
文
和
三
年
（一
三
五
四
）
十
一
月
八
日
、
斯
波
家
兼
書
下
宛
所
は
「塩
意
春
日
新
大
夫
段
」。
奥
州
管
領
斯
波
家
兼
が
、
新
大
夫
に
対
し
て
天
下
安
全
凶
従
退
治
の
祈
:
得
を
命
じ
る
内
容
。
本
文
書
は
、
残
存
史
料
中
、
家
兼
が
陸
奥
国
へ
入
部
し
て
か
238
ら
最
初
に
発
給
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
9
号
文
和
五
年
（一
三
五
六
）
二
月
二
十
五
日
、
斯
波
直
持
奉
加
状
奥
州
管
領
斯
波
直
持
が
、
鹽
f
神
社
仮
殿
造
営
に
関
し
て
神
馬
一
疋
を
奉
納
す
る
内
容
。
10
号
延
文
五
年
（一
三
六
〇
）
卯
月
二
十
八
日
、
吉
良
貞
経
寄
進
状
奥
州
管
領
吉
良
貞
経
が
、
所
願
成
就
の
た
め
に
仏
神
領
を
除
く
竹
城
保
を
鹽
・
需
一神
社
（
実
際
は
新
大
夫
か
）
へ
寄
進
す
る
内
容
。
高
城
保
惣
地
頭
職
は
相
馬
氏
の
所
領
だ
が
、
こ
の
時
期
、
相
馬
氏
関
係
の
史
料
に
は
吉
良
貞
経
が
見
え
な
い
た
め
、
あ
る
い
は
当
該
時
点
に
お
い
て
相
馬
氏
と
吉
良
氏
と
は
対
立
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
11
号
延
文
五
年
卯
月
二
十
八
日
、
吉
良
貞
経
願
文
御
願
円
満
、
息
災
安
程
を
願
い
、
鳥
居
造
立
以
下
鹽
一 lm一神
社
へ
の
諸
奉
仕
を
約
東
す
る
吉
良
貞
経
の
願
文
。
9
号
延
文
六
年
（一三
六
一
）
二
月
十
八
日
、
斯
波
直
持
奉
書
宛
所
は
「新
大
夫
般
」。
奥
州
管
領
斯
波
直
持
が
天
下
静
證
祈
祷
を
命
じ
る
。
室
町
幕
府
将
軍
足
利
義
詮
の
仰
せ
を
奉
る
文
書
様
式
。
9
号
応
安
三
年
（一三
七
〇
）
十
二
月
十
七
日
、
吉
良
貞
家
寄
進
状
陸
奥
国
静
證
を
願
い
、
吉
良
貞
家
が
鹽
一m一
神
社
へ
所
領
を
寄
進
す
る
内
容
。
文
書
の
体
裁
や
記
載
さ
れ
て
い
る
語
句
か
ら
見
て
、
後
世
の
作
成
と
考
え
ら
れ
る
。
14
号
大
永
二
年
十
月
二
十
三
日
、
留
守
景
宗
書
下
宛
所
は
「新
大
夫
殿
」。
十
五
軒
分
の
棟
別
役
末
代
免
除
を
命
じ
る
内
容
。
景
宗
は
伊
達
尚
宗
の
子
息
で
、
明
応
九
年
（一
五
〇
〇
）
、
留
守
藤
王
丸
の
死
没
に
よ
り
留
守
氏
へ
入
嗣
し
た
。
天
文
十
一
年
（一
五
四
二
）
か
ら
始
ま
る
伊
逮
一
種
宗
（
景
宗
の
兄
）
1
晴
宗
（
景
宗
の
甥
）
l
（
l9
）
父
子
間
の
戦
争
（
天
文
の
乱
）
で
は
、
晴
宗
側
で
参
戦
す
る
。
=
号
元
亀
三
年
三
月
十
七
日
、
留
守
政
景
立
願
日
記
所
願
成
就
に
際
し
て
、
留
守
政
景
が
送
行
す
べ
き
三
か
条
を
一
田
一・一M一神
社
祭
神
へ
誓
う
内
容
。
料
紙
は
折
紙
で
、
下
段
に
は
元
亀
三
年
一
第
月
晦
日
の
日
付
で
田
m
・a
lm一
神
社
へ
の
寄
進
所
領
か
と
思
わ
れ
る
「別
臨
時
之
地
」
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
政
景
は
伊
達
晴
宗
の
実
子
で
あ
り
、
永
禄
十
年
（一
五
六
七
）
、
景
宗
子
息
頻
宗
の
養
子
と
し
て
入
嗣
し
た
。
こ
の
相
続
に
よ
り
留
守
家
中
に
反
乱
が
続
き
、
元
亀
年
中
（一
五
七
〇
一
七
三
）
に
は
執
事
の
家
柄
で
あ
る
佐
藤
氏
も
政
景
か
ら
離
反
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
政
景
は
佐
藤
氏
を
攻
準
し
、 :
要
m一
津
駒
犬
城
は
陥
落
し
た
。
し
た
が
っ
て
本
文
書
に
お
け
る
「所
願
満
足
」
、
．
l
-
（
20
）0
と
は
佐
藤
氏
の
滅
亡
を
指
す
も
の
と
推
-!
で
き
る
=
号
（年
未
詳
）
重
陽
佳
日
、
留
守
政
景
寄
進
状
宛
所
は
「宮
城
殿
へ
」。一
田
一通
神
社
社
参
に
際
し
て
先
祖
代
々
着
用
し
て
き
た
袍
を
奉
納
し
、
福
寿
の
增
長
を
願
う
内
容
。
本
文
書
の
宛
所
に
っ
い
て
は
不
詳
。
留
守
氏
庶
子
宮
域
氏
を
指
す
も
の
か
、
も
し
く
は
他
の
文
書
同
様
新
大
夫
と
見
な
す
べ
き
か
、
判
断
し
が
た
い
。
（3
）
「塩
電
神
社
文
書
」の
伝
来
以
上
、
「鹽
種
神
社
文
書
」
の
宛
所
と
内
容
を
ひ
と
と
お
り
確
認
し
た
が
、
一
部
不
明
な
点
は
あ
る
も
の
の
、
本
文
書
辞
が
新
大
夫
家
の
家
伝
文
書
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
自
家
の
由
緒
を
報
告
し
た
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
十
一
月
、
春
日
阿
波
守
恒
長
番
代
春
日
根
津
守
・a
1
首
-̂一に
は
、
「家
二
付
持
来
候
古
キ
書
物
・
武
具
所
持
之
事
」
と
ぃ
う
項
目
を
た
て
、
「鹽
-ii
神
社
文
書
」
各
通
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
提
示
し
て
い
た
。
①
1
号
、
2
号
、
9
号
、
10
号
、
11
号
、
13
号
、
16
号
、
15
号
、
4
号
-
「右
九
通
、
-lu
者
家
一所
持
仕
候
処
、
延
宝
一二
年
御
上
覧
之
上
、
御
神
庫
・-i
被
相
納
候
」。
②
3
号
、
6
号
、
7
号
、
12
号
、
14
号
（
た
だ
し
年
次
を
大
永
四
年
〈
一
五
二
237 -
四
〉
と
す
る
）
、
6
号
の
成
下
所
持
仕
候
」。
近
世
に
お
け
る
写
（
相
-
「-
「f、
延
宝
年
中
要
打
等
被
①
グ
ル
ー
プ
は
、
新
大
夫
家
が
所
持
し
て
き
た
文
書
の
う
ち
、
延
室
三
年
（一
六
七
五
）
、
仙
台
藩
主
第
四
代
伊
達
綱
村
の
上
覧
に
供
し
、
返
却
後
は
新
大
夫
家
に
戻
さ
れ
ず
鹽
・一面一神
社
の
神
庫
へ
納
入
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
方
②
グ
ル
ー
プ
も
ま
た
、
お
そ
ら
く
は
上
覧
に
供
さ
れ
た
後
、
英
打
な
ど
の
補
修
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
新
大
夫
家
に
戻
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
伊
達
相
村
は
延
室
三
年
九
月
、
江
戸
幕
府
よ
り
は
じ
め
て
仙
台
入
府
を
許
さ
れ
、
十
一
月
九
日
、
理一m一神
社
へ
の
参
請
を
お
こ
な
っ
て
い
（
学
右
の
上
覧
は
、
こ
の
時
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
右
文
書
日
録
の
中
に
は
、
8
号
の
み
が
見
え
な
い
。
し
か
し
、
先
に
見
た
そ
の
宛
所
よ
り
、
8
号
も
ま
た
新
大
夫
家
に
伝
来
し
た
と
理
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
、
鹽
-ii
神
社
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
中
世
文
書
一
六
点
は
、
す
べ
て
新
大
夫
家
伝
来
の
家
蔵
文
書
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
ゎ
ち
、
右
宮
一
祢
宜
新
大
夫
家
に
伝
来
し
て
き
た
中
世
文
書
は
、
延
宝
三
年
、
伊
達
綱
村
へ
の
上
覧
を
契
機
に
九
通
は
鹽
寵
神
社
の
神
庫
へ
移
管
さ
れ
、
残
り
も
ま
た
最
終
的
に
は
鹽
寵
神
社
の
管
理
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
現
在
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
二
十
四
世
紀
に
お
け
る
鹽
電
神
社
上
級
神
職
の
動
向
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
「鹽
意
神
社
文
書
」
の
実
体
は
、
右
宮
一
祢
宜
新
大
夫
の
家
伝
文
書
で
あ
っ
た
。
先
行
研
究
は
、
こ
の
文
書
残
存
の
状
況
を
鑑
み
て
か
、
平
安
中
期
に
鹽
一Mm一
神
社
の
神
職
に
入
つ
た
新
大
夫
が
、
ま
も
な
く
安
大
夫
を
押
さ
え
て
優
勢
に
立
つ
た
と
理
解
す
（
和
。
本
節
で
は
、
こ
の
左
右
一
祢
宜
の
勢
力
交
替
に
関
す
る
論
点
に
っ
い
て
、
「鹽
・am一
神
社
文
書
」
の
内
容
に
そ
く
し
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
「鹽
・
f
M一
神
社
文
書
」
5
号
を
提
示
す
る
。
【史
料
1
】
「一四
一・n一
神
社
文
書
」5
号
右
如
時
常
-
限
仁
王
堂
道
、
西
限
不
成
梨
子
（a
木
、
北
限
野
中
大
道
一I
」
代
々
相
傳
云
々
、
此
条
評
謀
申
（a
也
、
不
知
古
事
者
也
、
左一e
u
御
堺
者
、
自
安
大
夫
前一一一 :一至于
應
西
妻
、
有
往
（
f
」
道
、
是
則
大
境
也
、
随
安
大
夫
（e
根
有
・
品
、
描
、
件
所
一=
L
」
弁
之
条
顕
然
也
、
加
之
、
丸
山
下
有
田
畠
、
右
入
不
（
軸
、
8［:1々
一=
L
」
進
退
之
条
、
豈
論
申
識
、
自
坂
之
下
有
八
尺
堂
、
爲
右一8
内
事
、
無
其
隠
、（
拠
老
仁
等
以
起
請
文
有
御
尋
、
不
可
有
其
隠
、
就
中
、
恒
高
祖
父
一一一f
）（ l
W一、
雙
昌
太
郎
、
木
之
株
竹
際
、
于
今
在
之
、
又
先
年
岩
切
堂
塔
之
類
時
大
風
宮
林
之
l1
、
（
2
）
、
（常
，f
家
-
動
）
f
、
-
．
-
E
．
、
木
多
假
．
-b・
W
i一一一一］f一遠
江
:
1
:・
股
御
時
被
乞
申
神
慮
難
計
属
新
大
夫
可
被
仰
之
由
、
有
御
定
之
間
、
東
光
寺
僧
恒
高
親
父
-
御
所
望
之
間
、
即
寄
進
申
畢
、
其
時
安
大
た一加
ヵ
ー
綺
申
之
条
顕
（
8
也
、
是
皆
今
立
中
堺
内
也
、
近
年
御
宮
澤
之
（カ
）
下
に
倒
木
在
取
板
、
右
一g
國
敷
之
某
木
、
然
今
仁
在
、
然
而
限
～
野
中
大
道
之
由
掠
申
之
条
極
謀
計
也
、
将
又
仁
王
堂
之
下
者
、
小
山
坊
數
也
、
不
成
梨
子
木
之
邊
者
大
野
也
、
代
々
之
安
大
-
'
館
斑
、
- 236 -
一
切
無
違
論
之
房
、
時
常
於
非
重
代
、
自
由
一一・一-四
至
堺
g
立
申
条
、
尤
可
有
御
誠
者
也
、［
:i一一新大
夫
構
新
機
之
事
、
可
掠
領
之
由
及
濫
訴
之
条
、
希
代
之
珠
事
'
'g
々
、
此
条
左
右
御
林
境
有
限
、
無
相
送
之
上
者
、
依
何
事
可
及
訴a
M
裁
、一個
總
高
）
、
．．
l1
、
（
l;6
）
、
:
．．
御
時
大
風
-
有
假
木
其
口
時
常
切
取
山
下
之
信
濃
房
一E
，
積
置
時
、
恒
高
以
人
夫
悉
連
取
間
、
其
時
頻
雖
訴
中
、
野
曲
g
申
之
由
有
御
定
、
不
聞
食
入
之
間
、
申
（
8
止
（
8
口
理3g
）
一a
-・一一一一、
不
足
口
n
-［
一一也
、
口
口
口
口
口
且
有
子
細
、
時
常
申
給
一
安
堵
時
、
不
言
上
事
之
由
哉
一 :'一々
、
此
条
時
常
安
堵
不
依
宮
林
之
境
、
何
可
申
子
細
口
口
口
計
中
状
也
、
條
々
子
細
如
此
、
時
常
（
超
往
古
堺
掠
上
、
不
観
:
一
取
一慮
、
恣
棒
偽
訴
之
条
、
法
例
之
過
難
通
、
所
詮
、
安
大
夫
付
ス
富
林
之
行
訴
訟
、作
州
之
御
時
無
承
引
之
条
眼
前
也
、
且
以
不
易
之
l
0一
法
、
被
偽
訴
棄
置
、
披
陳
言
上
如
件
、
一置
鎌
倉
期
後
半
以
来
、
安
大
夫
と
新
大
夫
と
の
間
に
は
、
鹽
一m一神
社
膝
下
地
区
の
権
益
・
領
有
を
め
ぐ
っ
て
対
抗
的
な
関
係
が
酸
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
っ
い
に
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
、
安
大
夫
は
所
領
の
四
至
を
明
示
し
て
一
田一0m神
社
を
中
心
と
す
る
港
津
地
区
を
一
円
的
に
囲
い
込
み
、
新
大
夫
を
排
除
す
る
と
ぃ
う
決
定
的
な
行
動
に
お
よ
ぶ
。
こ
の
安
大
夫
の
行
動
を
社
会
的
な
背
景
に
重
ね
る
な
ら
ば
、
や
は
り
当
該
期
に
お
け
る
所
領
・
所
職
の
一
円
化
と
い
う
趨
勢
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
一理
需
一神
社
の
運
営
を
実
質
的
に
担
う
左
右
両
祢
宜
間
の
権
力
集
中
を
め
ぐ
っ
て
の
競
合
と
い
う
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ（
g
。
こ
の
相
論
は
、
通
常
な
ら
ば
、
両
祢
宜
の
上
司
に
あ
た
り
国
府
を
連
営
す
る
留
守
氏
惣
領
の
裁
許
対
象
と
な
る
事
案
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
該
期
の
陸
奥
国
府
に
は
、
留
守
氏
の
さ
ら
に
上
級
機
関
と
し
て
吉
良
貞
家
・
畠
山
国
氏
の
両
名
が
室
町
幕
府
か
ら
派
遺
さ
れ
、
奥
州
管
領
と
し
て
南
朝
方
と
の
戦
争
を
展
開
し
て
い
た
。
し
か
も
観
応
援
乱
が
始
ま
る
と
、
こ
の
二
人
の
奥
州
管
領
も
分
裂
し
、
国
府
を
め
ぐ
る
争
奪
戦
争
が
惹
起
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
左
右
祢
宜
間
の
所
領
相
論
が
、
こ
の
上
級
権
力
の
分
裂
時
期
に
重
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
府
連
営
主
体
の
混
乱
に
乗
じ
る
形
で
、一国
一種神
社
・
塩
一m
一
津
現
地
を
押
さ
え
る
神
職
層
も
ま
た
独
自
の
行
動
を
開
始
し
、
一
円
的
所
領
の
形
成
を
志
向
し
て
対
立
関
係
を
顕
在
化
さ
せ
る
に
い
た
っ
た
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
分
裂
状
況
の
中
で
、
対
立
す
る
両
一
祢
宜
は
、
ど
の
よ
う
な
政
治
的
選
択
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
観
応
二
年
（一
三
五
一
）
二
月
、
国
府
岩
切
城
の
激
職
、
宮
城
那
虚
空
蔵
城
（現
・
仙
台
市
青
葉
山
か
）
の
攻
防
に
よ
り
、
吉
良
貞
家
（
足
利
直
義
方
）
は
島
山
国
氏
（足
利
尊
氏
方
）
を
滅
ぼ
し
た
。
こ
の
合
職
で
畠
山
方
に
与
同
し
た
留
守
氏
惣
領
家
次
・
余
日
家
任
・
富
城
四
郎
一一 :- :（衛
尉
は
選
捕
さ
れ
、
一
時
的
な
没
落
を
余
儀
な
く
さ
れ
（a
。
こ
れ
に
よ
り
吉
良
貞
家
が
単
独
で
国
府
を
制
圧
す
る
に
い
た
っ
た
が
、
こ
の
年
の
:l'
一
月
に
は
広
瀬
川
合
戦
で
南
朝
字
津
峯
一 :一一守永
王
方
（
伊
達
氏
・
田
村
氏
が
主
体
）
に
敗
北
し
、
太
平
洋
岸
東
海
道
方
面
へ
脱
出
、
国
府
の
一一一e一還
を
日
指
し
て
仙
道
岩
瀬
郡
稲
村
（現
・
福
島
県
須
賀
川
市
）
に
布
一m:
し
（
細
。
こ
の
布
一一- :
同
日
に
発
給
さ
れ
た
の
が
、
「鹽
・
3
姐
一
神
社
文
書
」
6
号
で
あ
る
。
【
史
料
2
】
「理
配
一
神
社
文
書
」6
号
（滿
觀
）
l一施一社
右
一一順
新
大
夫
恒
高
（n
令
早
領
知
陸
奥
國
竹
城
保
内
常
社
一緊
料
田
貳
町
伍
段
同
在
家
、
并
'
祢
一E-
Mm
等
事
- 235
右
、
任
右
大
将
家
御
下
文
并
関
東
下
知
状
、
守
先
例
、
令
領
知
、
且
令
動
行
神
事
祭
礼
、
且
可
致
御
祈
:
得
精
誠
之
状
、
如
件
、
観
應
二
年
十
二
月
廿
三
日
右
京
大
夫
源
朝
臣
（（-
概
銀
）
本
文
書
に
よ
り
、
新
大
夫
恒
高
は
、
吉
良
貞
家
の
職
争
勝
利
を
祈
持
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
文
書
が
稲
村
に
お
い
て
発
給
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
、
恒
高
も
ま
た
貞
家
に
従
軍
し
、
国
府
・
塩
・
9m一
津
か
ら
離
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
彼
は
、
岩
切
城
合
戦
で
は
留
守
一
族
と
は
別
行
動
を
と
り
、
貞
家
方
に
与
同
し
た
も
の
と
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
新
大
夫
恒
高
が
吉
良
方
に
立
つ
た
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
彼
に
対
立
し
て
い
た
一
方
の
安
大
夫
時
常
は
、
留
守
・
良
山
方
に
与
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
点
は
、
「奥
州
余
日
記
録
」
の
吉
・一一e-
一一国
山
合
戰
を
説
明
す
る
部
分
、
「畠
山
段
、
留
守
方
、
は
か
な
く
も
し
も一一）へひ（「'）、れニ
て
夜
ひ
そ
か
に
卅
人
、
馬
ニ
く
っ
わ
を
ま
き
候
て
、
し
ほ
か
ま
の
内
h一ニかくれ
こ
も
る
を
吉
良
殿
か
た
よ
り
引
い
た
し
（
製
ら
れ
候
」、
と
い
う
一（
胞
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
敗
北
し
た
畠
山
氏
・
留
守
氏
は
夜
陰
に
ま
ぎ
れ
て
脱
出
し
、一
国
益
神
社
内
陣
に
隠
れ
た
が
、
吉
良
氏
に
見
つ
け
出
さ
れ
て
殺
害
さ
れ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
留
守
一
族
の
主
力
は
、
宮
城
郡
虚
空
蔵
城
陥
落
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
が
、
中
世
後
期
の
留
守
氏
に
お
い
て
は
、
こ
の
時
の
留
守
氏
惣
領
は
鹽
密
一神
社
の
内
陣
に
逃
げ
込
み
殺
害
さ
れ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
史
実
を
ど
こ
ま
で
反
映
し
て
い
る
の
か
、
は
か
り
が
た
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
安
大
夫
の
拠
点
が
、
中
世
望
f
配
一
神
社
の
参
道
七
曲
坂
の
入
り
ロ
に
所
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
留
守
氏
を
一
国
一m一
神
社
内
へ
導
き
匿
つ
た
勢
力
と
し
て
、
安
大
夫
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
該
期
対
立
関
係
に
あ
っ
た
左
右
一
祢
宜
は
、
岩
切
城
合
戦
に
お
い
て
も
異
な
る
政
治
的
選
択
を
お
こ
な
っ
た
の
で
は
な
ぃ
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
陸
奥
国
に
お
け
る
室
町
幕
府
の
軍
事
司
令
官
で
あ
る
奥
州
管
領
に
と
っ
て
、
同
国
一
宮
鹽
種
一
神
社
へ
の
関
与
は
最
優
先
事
項
の
一
っ
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
吉
良
氏
に
っ
い
で
多
賀
国
府
へ
入
つ
た
奥
州
管
領
斯
渡
家
兼
が
、
ま
ず
第
一
に
、
新
大
夫
に
対
し
て
「一大
下
安
全
凶
従
退
治
」
の
祈
持
命
令
を
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
な
ず
け
る
だ
ろ
う
（「鹽
-if
神
社
文
書
」
8
号
）
。
す
な
ゎ
ち
、
国
府
奪
還
を
企
図
し
て
軍
陣
を
立
て
な
お
し
た
吉
良
直
家
は
、
鹽
・一一m一
神
社
祭
神
を
あ
ら
た
め
て
味
方
に
付
け
る
た
め
に
も
、
彼
に
与
同
す
る
右
宮
一
祢
宜
新
大
夫
恒
高
を
最
前
に
安
堵
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
史
料
2
に
は
、
足
利
尊
氏
の
袖
判
も
据
え
ら
れ
て
い
る
。
貞
家
発
給
文
書
の
中
に
は
、
ほ
か
に
も
類
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
理
由
と
し
て
小
川
信
氏
は
、
観
応
三
年
（一
三
五
二
）
三
月
、
北
・
品
顕
信
方
よ
り
国
府
を
奪
回
し
た
貞
家
は
、
観
応
援
乱
後
鎌
倉
に
布
障
す
る
足
利
尊
氏
に
帰
参
し
、
管
:
糖
範
囲
に
お
け
る
安
堵
状
・
宛
行
状
の
発
給
に
際
し
て
尊
氏
が
関
与
す
る
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
貞
家
が
発
給
し
た
安
堵
状
・
宛
行
状
に
挙
状
・
副
進
文
書
等
を
添
付
し
て
鎌
倉
へ
送
付
し
、
当
該
安
堵
状
・
宛
行
状
に
尊
氏
の
袖
判
が
加
え
ら
れ
る
手
続
き
が
と
ら
れ
た
の
で
あ一認
。
史
料
2
に
関
し
て
も
同
様
の
作
業
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
っ
ぎ
の
史
科
3
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
。
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、
（
一一）
【史
料
3
】
仙
台
市
博
物
館
所
蔵
「伊
達
家
文
書
」
整
理
番
号
六
三
1
一
一
（一
九
）
イ
陸
奥
國
一
宮
塩
電
社
一
婚
新
大
夫
恒
高
申
、
當
社
一
祢
宣
職
并
竹
城
保
内
祭
確
田
貳
町
五
段
同
在
家
等
安
堵
事
、
恒
高
所
帯
右
大
将
家
御
下
文
并
関
東
下
知
状
等
、
謹
進
覧
之
、
為
重
代
相
傳
、一一ム
営
一職
、
云
當
知
行
、
無
相
送
耿
、（
胞マ
作
致
御
祈
一帽
精
識
、（
胞
マ
ー
基
可
有
御
沙
汰
候
、
以
此
之ji
御
:
破
露
候
、
恐
惶
護
言
、
「一細一 一b
年
十
二
月
六
日
右
京
大
夫
直
家
:
=
進
上
（一に一木
兵
部
（
地
が
殿
「醜
学
国
大
将
右
京
大
夫
殿
被
進
、
将
軍
家
御
吹
一器
・
案
、
将
軍
家
時
執
事
二
木
兵
-l;
大
輸
殿
、
」
f一鐵
一用一一白キ寫
之
又
寫
:
御
座
候
、
法
蓮
一 :f:・・一Q出
候
、」
史
料
2
の
内
容
に
っ
い
て
、
「鹽
一種
一
神
社
文
書
」
2
号
・
3
号
を
進
覧
し
、
安
堵
を
賜
う
た
め
、
尊
氏
の
執
事
仁
木
頼
章
に
対
し
て
尊
氏
へ
の
披
露
を
も
と
め
る
」員
家
の
挙
状
で
あ
る
。端
裏
書
に
あ
る
と
お
り
近
世
に
作
成
さ
れ
た
写
だ
が
、
原
本
は
近
世
鹽
・
Sm一
神
社
の
別
当
寺
法
連
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
中
世
の
案
文
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
本
文
書
は
、
先
に
提
示
し
た
安
永
四
年
、
春
日
阿
波
守
恒
長
番
代
春
日
一摂
津
守
書
上
の
中
に
は
そ
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。お
そ
ら
く
は
、
こ
の
書
上
作
成
以
前
に
新
大
夫
家
相
伝
の
中
世
文
書
は
再
び
仙
台
藩
へ
提
出
が
命
じ
ら
れ
、
藩
に
お
い
て
階
写
さ
れ
た
後
、
本
文
書
の
正
本
（
吉
良
貞
家
挙
状
案
）
に
っ
い
て
は
所
在
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
史
料
3
の
存
在
に
よ
り
、
史
料
2
に
関
し
て
も
、
そ
の
発
給
日
か
ら
ほ
ぼ
一
年
遅
れ
で
挙
状
が
新
た
に
作
成
さ
れ
、
鎌
倉
へ
送
付
す
る
手
続
き
が
と
ら
れ
た
結
果
、
尊
氏
の
袖
判
が
掘
え
ら
れ
て
受
給
者
新
大
夫
恒
高
へ
返
却
さ
れ
た
、
と
ぃ
う
御
恩
受
給
手
続
き
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
（
、究
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
推
測
を
く
ゎ
え
る
な
ら
ば
、
「難
-ii
神
社
文
書
」
1
～
3
号
に
関
し
て
も
、
副
進
文
書
送
付
の
関
係
上
、
こ
の
手
続
き
の
際
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
ぃ
だ
ろ
う
か
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
1
号
・
2
号
に
は
吉
良
真
家
の
弟
真
経
に
よ
る
裏
書
が
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
っ
い
て
は
、
「国
府
周
辺
話
那
に
お
け
る
作
戦
行
動
を
兄
貞
家
か
ら
全
面
的
に
委
ね
ら
れ
た
軍
事
指
都
者
」
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
要
書
花
押
は
、
そ
の
形
状
と
官
途
名
よ
り
、
観
応
三
年
（一
三
五
二
）
四
月
以
降
文
和
年
間
（
-l
一
三
五
六
）
頃
の
も
の
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
-
等
し
た
が
っ
て
、
こ
の
見
解
を
右
御
恩
受
給
手
続
き
と
関
連
づ
け
る
な
ら
ば
、
史
料
2
の
鎌
倉
送
付
と
い
う
作
業
は
国
府
に
駐
屯
す
る
貞
経
の
も
と
で
進
め
ら
れ
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
1
～
3
号
の
案
文
作
成
も
実
施
さ
れ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
て
留
守
氏
惣
領
家
は
、
宿
敵
吉
良
貞
家
が
死
没
し
た
と
考
え
ら
れ
る
時
期
、
す
な
わ
ち
斯
渡
家
兼
が
新
た
に
多
賀
国
府
へ
入
部
し
た
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
、
は
や
く
も
復
帰
を
と
げ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
間
独
自
の
行
動
を
展
開
し
た
新
大
実
恒
高
は
、
も
は
や
復
帰
し
た
留
守
氏
の
介
在
を
経
る
こ
と
な
く
、
奧
州
管
領
と
の
間
に
直
属
的
な
関
係
を
構
築
し
て
い
っ
た
（「鹽
-iif
神
社
文
書
」
8
号
・
12
号
）
。
そ
の
あ
り
方
は
、
田
a
・一m一
神
社
内
部
に
お
け
る
主
導
権
の
間
題
に
対
し
て
も
、
当
然
影
響
し
て
く
- 233
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
十
四
世
紀
半
ば
を
画
期
と
し
て
、
安
大
夫
に
対
す
る
新
大
夫
の
優
越
性
が
確
定
す
る
に
い
た
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
新
た
な
秩
序
関
係
は
、
後
代
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
明
応
六
年
（一
四
九
七
）
鹽
-if
神
社
鐵
銘
（
製
に
記
載
さ
れ
た
檀
那
交
名
の
序
列
、
「大
檀
那
留
守
藤
原
朝
臣
藤
王
丸
、
佐
藤
、
一
、
．
、
;・
． l一50
）
、
-
、
高
家
新
太
夫
安
太
夫
男
鹿
島
」
や
天
文
十
七
年
（一
五
四
八
）
力
ら
あ
ま
り
へ
だ
た
ら
な
い
時
期
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「留
守
分
限
帳
（
富
人
之
人
数一）一に記
a一一され
た
軍
役
・
年
貢
基
準
の
た
め
の
知
行
買
高
の
序
列
、
新
大
夫
二
十
一
貢
六
百
文
・
安
大
夫
六
買
九
百
文
・
小
鹿
島
十
貰
文
、
な
ど
か
ら
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
三
中
世
塩
電
津
の
空
間
復
元
（1
）
吉
津
へ
の
着
目
前
節
に
お
い
て
、
中
世
鹽
確
神
社
に
お
け
る
左
宮
一
袮
宜
安
大
夫
か
ら
右
宮
一
祢
宜
新
大
夫
へ
の
秩
序
順
位
の
交
替
は
、
十
四
世
紀
半
ば
を
画
期
と
し
て
確
定
す
る
に
い
た
っ
た
と
論
じ
た
。
こ
の
新
大
夫
一
族
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
石
直
正
氏
が
着
目
し
、
そ
の
拠
点
で
あ
る
吉
津
・
越
の
浦
地
区
に
は
塩
一・一m一が
設
置
・
一 :配
ら
れ
、
製
塩
と
そ
れ
に
と
も
な
う
神
事
執
行
が
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
（n
。
現
在
の
吉
津
地
区
の
地
形
を
観
察
す
る
と
、
中
世
に
お
け
る
そ
の
景
観
は
、
千
賀
の
台
団
地
の
丘
陵
部
に
向
け
て
青
葉
ヶ
丘
団
地
の
低
丘
陵
に
沿
い
な
が
ら
入
り
江
が
現
在
の
海
岸
線
よ
り
も
深
く
入
り
こ
み
、
そ
の
江
尻
か
ら
す
ぐ
に
は
じ
ま
る
丘
陵
部
斜
面
の
中
腹
に
、
新
大
夫
の
居
館
が
立
地
し
て
い
た
姿
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
新
大
夫
の
居
館
跡
に
は
、
現
在
、
正
安
四
年
（一
三
〇
二
）
の
紀
年
銘
を
も
っ
板g
が
所
在
し
て
お
り
、
新
大
夫
一
族
に
関
係
す
る
供
養
碑
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
前
掲
更
料
1
に
よ
れ
ば
、
新
大
・
実
は
船
を
所
持
し
て
お
り
、
塩
一通
津
に
お
け
る
流
通
機
能
の
一
角
を
担
つ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
江
尻
の
景
観
は
、
佐
藤
氏
が
拠
つ
た
駒
犬
城
の
舟
戸
の
入
り
江
を
見
下
ろ
す
地
形
的
な
あ
り
方
と
相
似
形
を
な
す
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
佐
藤
氏
が
塩
・
f
M一
津
に
入
港
す
る
船
舶
に
対
し
て
関
所
の
機
能
を
担
つ
て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
吉
津
を
拠
点
と
す
る
新
大
夫
も
ま
た
同
地
区
に
お
い
て
同
様
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
高
城
保
に
お
け
る
所
領
（
「一田
a
一施一神
社
文
書
」
に
見
え
る
鹽
施
神
社
神
領
）
を
知
行
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
多
賀
国
府
か
ら
松
島
方
面
へ
向
か
う
塩
一通
津
北
側
の
陸
上
・
海
上
ル
ー
ト
を
一
手
に
掌
握
し
て
い
た
様
相
が
う
か
が
わ
れ
る
。
（2
）
中
世
前
期
塩
電
津
の
空
間
構
成
試
論
こ
の
よ
う
に
塩
・一m一神
社
の
膝
下
地
区
に
く
ゎ
え
て
、
吉
津
地
区
も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
十
三
～
十
四
世
期
の
塩
一一面一津
の
景
観
を
考
え
る
と
、
っ
ぎ
の
三
つ
の
単
位
の
集
合
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
駒
犬
城
・
国
府
津
町
（香
津
千
軒
）J
駒
犬
城
に
拠
つ
た
留
守
氏
惣
領
執
事
佐
藤
氏
は
、
国
府
津
町
と
そ
の
北
側
の
入
り
江
一
帯
を
影
響
下
に
置
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
（
和
。
国
府
津
町
は
自
坂
に
沿
つ
て
御
釜
神
社
に
向
か
い
、
入
り
江
に
直
交
す
る
形
（ :a
）
、
ls
一
、
、
一．
、一一 :
．
で
展
開
し
そ
の
海
岸
書
（帆
手
浜
）
付
近
に
は
本
町
の
原
型
力
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
痕
跡
を
示
す
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
元
文
年
中
（一
七
三
六
1
四
一
）
、
下
本
町
検
断
七
左
衛
門
の
屋
敷
内
に
お
い
て
、
「一本
一
整一座
年
肆
月
孝
子
敬
白
」
と
い
う
二
行
の
銘
文
を
も
っ
種
子
三
尊
板
碑
が
発
掘
さ
れ
た
事
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
（a
。
案
外
、
鎌
倉
期
に
留
守
氏
が
知
行
し
て
い
た
外
洋
船
・
ひ
ら
た
船
を
付
属
（
57
）
、
一r
::
、
●
．
、
．
、
、o
す
る
塩
m
一a-
津
在
家
は
こ
の
帆
手
浜
付
近
に
所
在
し
て
．
v
た
の
力
も
し
れ
な
l
，
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〔
左
宮
林
一
先
述
し
た
よ
う
に
安
大
夫
の
所
領
で
あ
る
。前
掲
史
料
1
を
見
る
と
、
十
三
世
紀
以
前
の
段
階
で
は
、
鹽
-f
神
社
の
膝
下
地
区
に
お
い
て
も
新
大
夫
の
山
野
用
益
権
は
保
持
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
十
四
世
紀
半
ば
、
安
大
夫
は
留
守
氏
惣
領
家
の
所
領
に
隣
接
す
る
形
で
鹽
一m一神
社
と
社
前
の
入
り
江
を
中
心
と
す
る
範
囲
を
排
他
的
に
囲
い
込
み
、
一
円
的
な
領
有
を
宣
言
す
る
行
動
に
出
る
。
〔
右
宮
林
）
新
大
夫
の
所
領
。
安
大
夫
が
主
張
し
た
左
宮
林
の
四
至
を
参
考
に
す
る
と
、
吉
津
・
越
の
浦
を
中
心
と
す
る
塩
-ii
津
北
部
一
帶
が
想
定
で
き
、
多
賀
国
府
か
ら
高
城
保
・
松
島
へ
向
か
う
交
通
路
が
完
全
に
含
ま
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
単
位
は
、
請
権
益
が
そ
れ
ぞ
れ
入
り
組
み
な
が
ら
も
佐
藤
氏
・
安
大
夫
・
新
大
夫
と
い
う
塩
一通
津
に
本
提
を
置
い
た
領
主
に
管
理
さ
れ
、
中
世
後
期
に
向
け
て
排
他
的
ま
と
ま
り
の
指
向
性
を
見
せ
っ
っ
も
、
全
体
で
塩
・一m一津
と
ぃ
う
単
位
所
領
を
形
づ
く
っ
て
い
た
と
ぃ
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
単
位
所
領
の
あ
り
方
を
現
地
に
お
い
て
整
序
だ
て
る
役
割
を
担
つ
て
い
た
の
が
、
前
掲
史
料
1
に
見
え
る
「一胞
老
仁
」
の
よ
う
な
、
先
例
の
書
積
機
能
を
備
え
た
町
場
の
有
力
住
人
層
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
（
相
。
（3
）
中
世
後
期
塩
電
津
に
お
け
る
領
主
秩
序
と
町
場
の
発
展
最
後
に
、
右
空
間
構
成
の
も
と
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
中
世
後
期
塩
一・a
M一
津
の
様
相
を
管
見
し
、
こ
の
ノ
ー
ト
を
閉
じ
た
い
。
先
に
提
示
し
た
明
応
六
年
（一
四
・
"ル
七
）
の
部
一
if
神
社
鐘
銘
写
か
ら
、
〈
留
守
氏
1
佐
藤
氏
1
新
大
夫
1
安
大
夫
1
男
鹿
島
〉
と
い
う
中
世
後
期
に
お
け
る
塩
一種
津
の
領
主
秩
序
を
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
鐵
を
実
際
に
発
注
し
鹽
-f
神
社
へ
寄
進
し
た
の
は
、
「願
主
鈴
木
越
前
守
義
久
・
久
継
」
で
あ
っ
（
組
。
鈴
木
氏
は
、
熊
野
信
仰
の
担
い
手
と
し
て
海
上
よ
り
入
部
し
て
き
た
勢
力
と
推
測
さ
れ
、
小
鹿
島
氏
の
本
姓
や
、
御
釜
神
社
の
神
職
も
鈴
木
氏
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「留
守
分
限
帳
」
か
ら
は
、
同
氏
が
塩
-if
本
町
・
新
町
に
在
家
を
保
持
し
、
ま
た
蔵
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
も
確
か
め
ら
れ
（a
。
こ
こ
か
ら
は
、
留
守
氏
の
家
臣
、一国
一・需一神
社
・
御
釜
神
社
の
神
職
、
町
場
の
有
力
者
と
い
う
多
面
的
な
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
彼
ら
の
よ
う
な
存
在
が
、
中
世
後
期
塩
將
一津
を
実
際
に
支
え
て
い
た
と
ぃ
え
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
室
町
期
に
は
「留
守
家
文
書
」
か
ら
国
府
冠
屋
市
場
の
記
載
が
消
え
、
冠
川
水
運
の
あ
り
方
に
も
変
容
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
流
通
状
況
の
変
化
は
、
多
賀
国
府
か
ら
留
守
氏
の
領
国
へ
と
い
う
当
該
地
域
の
性
格
変
容
と
連
動
す
る
事
態
と
推
測
さ
れ
、
史
料
上
に
お
け
る
冠
屋
市
場
の
消
失
は
、
留
守
氏
が
押
さ
え
る
城
下
町
多
賀
国
府
町
と
佐
藤
氏
が
押
さ
え
る
塩
一 lm一津
と
い
う
二
極
構
造
の
一
層
の
進
展
に
対
応
し
た
現
象
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
（
和
。
す
な
わ
ち
、
中
世
後
期
の
塩
-f
津
で
は
町
共
同
体
の
発
達
が
進
み
、
従
来
の
本
町
に
く
ゎ
え
て
新
た
に
新
町
（仁
町
）
が
形
成
さ
れ
、
宮
裕
層
住
民
に
よ
る
蔵
の
設
置
も
本
格
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
中
世
後
期
に
お
け
る
政
治
権
力
の
分
散
・
社
会
の
多
元
性
の
進
行
と
い
う
状
況
の
中
で
、
塩
-f
津
は
国
府
津
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
、
単
独
の
地
域
単
位
=
港
町
と
し
て
成
長
し
て
い
く
様
相
が
想
定
さ
れ
る
。
留
守
氏
の
領
国
は
、
留
守
氏
惣
領
の
拠
点
で
あ
る
多
賀
国
府
町
と
、
佐
藤
氏
の
拠
点
で
あ
る
塩
f
津
町
と
い
う
二
極
的
な
都
市
的
構
成
を
も
ち
、
留
守
氏
家
-
団
の
一
族
も
両
町
に
知
行
対
象
を
獲
得
す
る
こ
と
で
双
方
の
町
共
同
体
の
中
に
食
い
込
ん
で
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
塩
一一一津
を
実
際
に
運
営
し
て
い
た
の
は
、
彼
ら
留
守
氏
家
臣
団
一
族
を
含
め
た
町
共
同
体
の
指
導
者
層
で
あ
り
、
留
守
氏
が
宮
城
郡
か
ら
去
つ
た
後
も
、
塩
・
需
一津
に
残
つ
た
彼
ら
指
導
者
層
を
中
心
と
し
て
近
世
の
町
づ
く
り
は
進
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
塩
能
一
231 -
津
現
地
領
主
秩
序
の
頂
点
に
位
置
し
た
佐
藤
氏
は
、
こ
の
町
共
同
体
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
存
立
し
得
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
塩
種
津
の
港
町
と
し
て
の
歴
史
的
な
発
展
・
実
力
の
仲
長
が
、
最
終
的
に
は
佐
藤
氏
を
主
人
留
守
氏
惣
領
（実
際
に
は
伊
達
氏
勢
力
）
と
の
対
決
へ
と
導
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
結
局
、
こ
の
職
争
で
佐
藤
氏
は
没
落
し
、
中
世
塩
種
津
の
領
主
秩
序
に
も
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
伊
達
領
国
へ
の
編
入
と
ぃ
う
次
な
る
展
開
の
も
と
、
塩
-ii
津
は
近
世
の
港
町
と
し
て
新
た
な
幕
を
開
い
て
い
く
。
い
え
る
佐
藤
氏
と
留
守
氏
惣
領
と
の
戦
争
は
、
こ
う
し
た
港
津
内
部
の
歴
史
的
な
発
展
の
到
達
地
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
*
*
お
わ
り
に
以
上
、
「一田
一一m一神
社
文
書
」
の
基
礎
的
な
史
科
的
性
格
・
内
容
を
調
べ
、
中
…
世
．
聽
if
神
社
神
官
領
主
層
の
政
治
的
な
動
向
を
考
察
し
、
あ
わ
せ
て
中
世
塩
電
津
の
空
間
構
成
を
提
示
し
た
。
こ
の
政
治
動
向
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
右
宮
一
祢
宜
新
大
夫
で
あ
り
、
同
家
の
拠
点
で
あ
る
吉
津
地
区
の
地
形
は
、
ま
さ
に
「第
二
の
塩
寵
」
と
も
呼
べ
る
入
り
江
、
領
主
館
を
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
す
る
中
世
的
な
最
観
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
世
塩
fm一
津
の
構
成
要
素
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
地
点
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
中
世
の
塩
・一一m一津
は
、
中
心
に
鹽
・一M一
神
社
・
両
端
に
駒
犬
城
と
吉
津
新
大
夫
居
館
を
配
置
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
内
部
で
は
、一
理
通
神
社
に
向
か
い
合
う
高
台
に
位
置
し
た
国
府
津
町
か
ら
破
川
の
入
り
江
に
沿
つ
た
本
町
1
新
町
へ
と
、
T
字
型
に
ブ
ロ
ッ
ク
的
な
町
共
同
体
の
発
展
が
進
み
、
こ
れ
ら
流
通
・
商
業
の
拠
点
で
あ
る
町
場
の
富
裕
住
人
層
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
塩
一通
津
の
上
級
領
主
・
鹽
・一m一神
社
神
官
層
の
秩
序
構
成
は
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
中
世
塩
f
津
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
も
今
回
紹
介
し
た
「鹽
一需
一神
社
文
書
」
を
は
じ
め
、
城
館
跡
・
景
観
、
板
碑
な
ど
様
々
な
文
化
-t
そ
れ
自
体
が
、
中
世
塩
・W
M一
津
に
生
き
た
住
人
た
ち
の
痕
跡
で
あ
り
、
塩
種
に
お
け
る
歴
史
的
な
「み
な
と
文
化
」
を
体
現
す
る
過
産
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
m
l!:
の
「み
な
と
文
化
」
と
ぃ
う
層
の
上
に
、
近
世
か
ら
現
代
に
い
た
る
塩
施
の
「み
な
と
文
化
」
の
層
は
析
り
重
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
一
っ
の
港
湾
世
界
の
中
に
凝
縮
さ
れ
た
歴
史
的
な
重
層
性
・
厚
み
こ
そ
が
、
塩
・m
一
「み
な
と
文
化
」
の
最
大
の
魅
力
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
も
中
1!-
社
会
の
特
質
と
い
う
視
点
か
ら
、
こ
の
「み
な
と
文
化
」
の
魅
力
を
探
つ
て
い
き
た
い
。
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a…（l
）
こ
の
ル
ー
ト
上
に
、
多
賀
城
造
営
に
ま
っ
わ
る
悲
し
ぃ
伝
説
を
残
す
「 :一一M一
子
沢
の
夜
泣
石
」
が
所
在
す
る
（
「宮
城
の
伝
説
」
刊
行
委
員
会
編
「-
城
の
伝
説
． if
〈
日
本
標
準
、
一
九
七
・一儿
年
〉
一
六
一
買
）
。
（
2
）
市
村
高
男
「中
世
一=一本
の
港
町
」
（歴
史
学
研
究
会
一福
「港
町
の
ト
ポ
グ
ラ
フ
イ
」
〈
シ
リ
ー
ズ
港
町
の
世
界
史
2
〉
青
木
書
店
、
二
〇
〇
六
年
所
収
）
、
-iaf
藤
善
之
「塩
il-
と
石
卷
」
（
「東
北
学
院
大
学
東
北
産
業
経
済
研
究
所
紀
要
」
二
三
、
二
〇
〇
四
年
）
、
同
「塩
一直一津
と
石
巻
港
」
（前
掲
「港
町
の
ト
ポ
グ
ラ
フ
イ
」
所
収
）
。
密
藤
氏
は
、
阿
部
金
吉
「塩
一M一の
一架
落
の
発
達
」（塩
能
市
史
組
器
委
員
会
編
「塩
1lf
市
更
」
別
編
I
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
所
収
、
元
本
初
版
九
五
九
年
）
を
批
判
的
に
検
討
し
、
港
町
塩
一M一の
歴
史
的
展
開
を
整
理
し
な
お
し
て
い
る
。
ま
た
中
世
多
賀
国
府
金
体
の
理
解
に
っ
い
て
は
、
入
間
1-1
宣
央
・
大
石
直
正
i
-a
『
み
ち
の
く
の
都
多
賀
域
・
松
島
』
（よ
み
が
え
る
中
世
7
）
（
平
凡
社
、
一・一儿
・一儿
二
．-n・
）
参
照
。
（3
）
大
石
直
正
「平
泉
と
多
賀
国
府
」
（
『中
-
都
市
研
究
』
二
、
一
九
九
五
年
）
、
同
「中
世
の
一
国
一一通
神
社
と
港
町
塩
-li
」
（
塩
-lf
市
教
青
委
員
会
生
一権
学
習
課
福
「一a
益
一
神
社
と
港
町
塩
一一m一fの
歴
・
更
」
〈
塩
-il
学
間
所
公
開
識
座
プ
ッ
ク
レ
ッ
ト
平
成
十
-l
年
度
第
二
回
塩
-li
学
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
報
告
集
〉
塩
-lf
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
所
収
）
、
同
「陸
奥
国
の
一較
国
都
市
」
（大
石
直
正
・
小
林
清
治
一ia
「陸
奥
国
の
-i9
国
社
会
」
高
志
書
院
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）
。
（
4
）
古
川
左
京
『
-la
iaf
神
社
史
」
（
国
一
解
…
中
社
志
波
彦
神
社
盛
電
神
社
社
務
所
、
一
九
三
〇
年
）
、
大
塚
徳
郎
「盟
-li
神
社
m一～l-
」
（前
掲
注
（
2
）
「塩
・m
一
市
史
」
別
一構
I
所
収
）
、
押
木
耿
介
「一a
・一m一神
社
〈
改
訂
新
版
〉
』
（
学
生
社
、
二
〇
〇
五
年
、
元
本
初
版
一
九
七
二
年
）
、
豊
田
武
「古
代
・
中
1ll:
の
塩
一通
神
社
」
（
同
「豊
田
武
著
作
集
』
第
一一:一0
・
宗
教
制
度
更
、
-l
川
弘
文
館
、
一
一儿-lL
八
二
年
所
収
、
初
出
一
九
七
五
年
）
、
伊
藤
清
郎
「奥
州
一
富
塩
釜
神
社
」
（
同
「中
世
日
本
の
国
家
と
寺
社
』
高
志
一a- l:
院
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
、
初
出
一
九
八
三
年
）
。
（5
）
大
石
直
正
「祭
鹽
・
Mm一
神
料
と
盛
種
神
社
」
（
「六
軒
J
中
世
更
研
究
」
'．
一
、
二
〇
〇
五
年
）
、
入
間
田
宣
夫
「塩
釜
大
明
神
の
御
本
地
」
（東
北
学
院
大
学
中
世
更
研
究
会
編
『中
世
陸
奥
国
府
の
研
究
』
ヨ
ー
ク
ぺ
ニ
マ
ル
、
一
九
九
四
:
ufi-
所
収
、
初
出
一
九
八
八
年
）
。
（6
）
大
石
直
正
「中
世
の
豐
冠
神
社
」
（
『特
別
展
奥
州
一
宮
鹽
-li
神
社
』
東
北
'歴
-t
博
物
館
、
二
〇
〇
七
・一一一'所
収
）
。
（7
）
前
掲
注
（
4
）
豊
田
論
文
一一
〇
八
一員
、
高
橋
正
已
「一国一一面一神
社
=1
社
人
論
」
（
塩
・一M一
市
更
編
基
委
員
会
細
「塩
ilf
市
m
-
一-』
別
編
n
、
塩
・一M一市
役
所
、
'
一儿・L八
六
年
所
収
）
八
〇
L
n一一一 :
-
頁
。
（
8
）
鎌
倉
期
一
宮
神
官
層
の
領
-i;
的
特
性
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
、
例
え
ば
鈴
木
国
弘
「社
家
領
一・・ :-i
論
」
（
『信
濃
，
ー
二
三
一
五
、
一
九
八
一
年
）
が
あ
る
。
鈴
木
氏
は
、
信
濃
国
諏
訪
上
社
神
氏
の
動
向
を
例
に
、
国
-f
に
結
集
す
る
国
内
在
地
領
主
用
の
社
会
的
評
価
を
担
保
す
る
'
富
社
家
領
主
層
の
政
治
的
な
役
割
に
:
無
点
を
あ
て
た
。
ま
た
海
津
i
期
'
-
1
::一は
、
伊
勢
神
富
・
字
佐
八
幡
宮
を
例
に
、
神
領
興
行
法
に
よ
る
一
円
神
領
の
生
成
と
そ
の
知
行
認
定
を
め
ぐ
り
、
神
・一E
層
の
対
抗
関
係
と
権
力
集
中
の
再
編
と
い
う
動
向
を
解
明
し
て
い
る
（
「中
世
の
変
一M・
と
徳
政
』
吉
川
弘
文
館
、
'
一儿-lL
九
四
年
）
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
動
向
を
意
識
し
な
が
ら
、
中
世
Ea
ili-
神
社
神
富
層
の
展
開
過
程
を
追
い
か
け
る
。
な
お
中
世
=:国
研
究
の
概
要
と
最
新
の
論
点
に
っ
い
て
は
、
中
m一一aM
国
一
富
研
究
会
編
「中
世
語
国
;=
l-
制
の
基
礎
的
研
究
」
（…一一一m一一一
院
、
一一儿-lL
九
九
年
）
、
中
村
知
裕
「請
国
一
富
の
信
仰
国
と
地
域
社
会
」
（
「七
一股
・
…一一学
」
三
、
二
〇
〇
二
年
）
、
一
宮
研
究
会
編
「中
世
一
富
制
の
歴
史
的
展
開
」
上
・
下
（
岩
-f1
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
、:
1
-
:一上
・m
見
司
『目
本
の
神
社
と
「神
適
」』
（
校
〈
-一用一一 :-一
．
E一、二
〇
〇
六
年
）
参
照
。
こ
れ
ら
語
研
究
が
打
ち
だ
し
た
論
点
の
中
に
、
本
稿
の
内
容
を
ど
う
位
置
づ
け
考
え
て
い
く
か
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
る
。
（
9
）
-lu
稿
「鎌
倉
一一構一一M- :
と
奥
州
」
（柳
原
敏
昭
・
飯
付
均
編
「鎌
倉
・
室
町
時
代
の
奥
州
ー
高
志
書
院
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）
、
同
「留
一
:・一 :-・ :-一と
「器
余
日
記
建
」（
峰
岸
純
央
・
入
間
田
宣
実
・
自
細
一始
一
大
編
「中
世
武
家
系
図
の
更
料
論
」
下
卷
、
高
志
書
院
、
二
〇
〇
七
年
所
収
）
。
（
l0
）
入
画
田
宣
実
「陸
奥
国
の
案
内
者
佐
藤
氏
に
つ
い
て
」
（同
-la
「u
本
・
東
ア
ジ
ア
の
国
家
・
地
域
・
人
間
』
入
間
田
宣
央
先
生
還
暦
記
念
論
集
編
集
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）
。
（
11
）
一
方
、
塩
能
一
神
書
一 :f'1:一に
っ
い
て
は
、
「留
守
家
文
書
」
の
内
容
よ
り
、一播
e
?
-
:e
期-
'
後
半
、
留
守
氏
庶
子
余
目
氏
が
相
伝
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
神
商
等
の
所
在
地
に
っ
い
て
は
、
節
一一一m一a種神
社
境
内
付
近
説
（
前
掲
注
（4
）一一E田
論
文
一一'
'
四
買
）
、
現
・
多
賀
城
市
高
崎
説
（
前
掲
注
（
4
）
伊
藤
論
文
一一一七
四
-li
）
が
並
立
し
て
ぃ
る
。
（
l2
）
前
掲
注
（
4
）
，M一一．I1
論
文
二
八
四
一1-
、
前
掲
注
（
7
）
高
橋
論
文
八
四
四
一員
。
（
13
）
阿
部
光
浩
氏
・
齋
藤
普
之
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
（
l4
）
前
掲
注
（4
）
豊
田
論
文
二
八
五
頁
、
前
掲
注
（
7
）
高
橋
論
文
八
六
二
頁
、
前
掲
注
（5
）
大
一石
論
文
。
（
15
）
『
織
日
本
の
絵
卷
13
一
M
一日
;tn
現
験
記
』
中
央
公
論
社
、
'
・一儿
・一儿
'
年
。
（
16
）
前
掲
注
（
4
）
一M
-一田
論
文
一
・一儿
四
～
二
一儿・L五
-l
参
照
。
（
l7
）
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
十
一
月
、・
春
目
阿
波
守
恒
長
番
代
，
，
-
0一一=
:
1
一
器
一M
:
・一:・書
上
（
前
掲
注
（
，
l
）
古
川
著
書
九
九
五
買
）
。
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（18
）
前
掲
注
（2
）
阿
部
論
文
一
八
七
一貝
、
『角
川
目
本
地
名
大
辞
典
4
宮
域
県
」
（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）
「左
宮
林
」
項
。
（
l9
）
佐
々
木
慶
市
「中
世
の
留
・一」・一 :一
」（
「水
沢
市
史
』
2
中
世
、
水
沢
市
史
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
所
収
）
七
二
一
頁
。
（
20
）
前
掲
注
（19
）
佐
々
木
論
文
七
六
〇
頁
。
（
2l
）
前
掲
注
（17
）
。
（
22
）
こ
の
近
世
に
作
成
さ
れ
た
6
号
文
書
の
写
も
、
現
在
、一
国
一
益
一
神
社
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（23
）
前
掲
注
（
4
）
押
木
著
書
一
二
六
頁
。
（
24
）
前
掲
注
（
4
）
豊
田
論
文
二
八
五
一一一
。
（
25
）
「一田
一・f
M一
神
社
史
』
・
「仙
台
市
史
』
資
料
編
1
と
も
に
、
こ
の
行
の
来
尾
;-lL
文
字
を
「左
宮
林
者
、
東
限
山
崎
地
」
と
読
む
が
、
現
在
こ
の
部
分
は
切
断
・
欠
損
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
。
（26
）
「仙
台
市
史
」
資
料
福
1
は
「口
口
口
」
と
し
、
右
横
に
（中
状
也
）
と
注
記
す
る
。
（27
）
「鹽
-lf
神
社
・
更
」
「仙
台
市
史
」
資
料
編
1
と
も
に
「澤
」
と
読
む
。
文
書
の
実
見
か
ら
、
さ
ん
ず
い
は
確
認
で
き
る
が
、
破
損
に
よ
り
っ
く
り
は
確
認
で
き
な
い
。
（
28
）
「鹽
-lf
神
社
史
」
は
そ
の
ま
ま
「古
垣
根
」
と
読
む
。
『仙
台
市
史
」
資
料
編
1
は
右
横
に
（古
垣
根
）
と
注
記
す
る
。
（
29
）
「一E
益
神
社
更
」
は
そ
の
ま
ま
「垣
」
と
読
む
。
「仙
台
市
史
」
資
料
編
1
は
右
横
に
（垣
）
と
注
記
す
る
。
文
書
の
実
見
か
ら
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
（
30
）
「鹽
-l
神
社
更
」・
「仙
台
市
史
」
資
料
編
1
と
も
に
「御
」
と
読
む
。
文
書
の
実
見
か
ら
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
（
31
）
「持
」
と
読
ん
だ
文
字
は
、
「即
一・S
M一
神
社
史
」・
「仙
台
市
史
」
資
科
編
1
と
も
に
「打
」
と
読
む
。
（
32
）
「鹽
一M一神
社
史
』
は
「彼
木
」
と
読
む
。
「仙
台
市
史
」
資
料
編
1
は
「口
口
」
と
し
、
右
横
に
（彼
木
ヵ
）
と
注
記
す
る
。
文
書
の
実
見
か
ら
は
、
残
画
に
よ
り
「被
」
は
読
め
る
が
、
「木
」
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
（33
）
「鹽
電
神
社
史
」・
「仙
台
市
史
」
資
料
一福
1
と
も
に
「然
」
と
読
む
。
文
書
の
実
見
か
ら
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
（34
）
．
f
仙
台
市
更
」
資
料
一編
1
は
「成
」
と
読
む
。
「成
」
と
も
読
め
判
断
し
が
た
い
。
（35
）
「一田
援
m一
a
造
神
社
史一は
「同
状
」
と
読
む
。
『仙
台
市
史
』
資
料
一紹
1
は
右
横
に
（
同
状
カ
）
と
注
記
す
る
。
（36
）
「鹽
需
一神
社
史
」・
「仙
台
市
史
」
資
科
編
1
は
（時
カ
）
と
注
記
す
る
。
（
37
）
「仙
台
市
史
」
資
料
編
1
は
「日
」
と
読
む
。
（
38
）
「鹽
-f
神
社
更-
」・
「仙
台
市
史
』
資
料
編
1
と
も
に
読
め
ず
と
す
る
が
、
残
画
よ
り
「旨
」
も
し
く
は
「一管
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
（
39
）
「鹽
-if
神
社
史
』
・
『
仙
台
市
史
」
資
料
編
1
と
も
に
「右
」と
読
む
が
、
文
書
の
実
見
よ
り
「有
」
と
読
め
る
余
地
も
あ
る
と
判
断
し
た
。
（40
）
「盟
-l
神
社
更
」・
『仙
台
市
史
」
資
料
紹
1
と
も
に
「言
中
状
」
と
読
む
。
（4l
）
前
掲
注
（
8
）
海
津
著
書
参
照
。
（
42
）
前
掲
注
（
9
）
-出
稿
。
（43
）
「東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
結
域
自
川
文
書
」
文
和
二
ufl;
（
一
三
一a
li
）
五
月
日
、
石
川
-l=
田
兼
光
一一一一・患-l
状
（
「仙
台
市
史
」
資
料
編
1
、
三
五
五
一員
）
。
（44
）
「仙
台
市
史
」
資
料
編
1
、
二
一一一一一買
。
（
45
）
小
川
信
「足
利
一
門
守
護
発
展
史
の
研
究
』
（
il-
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）
五
四
=
一頁
。
た
だ
し
、
鎌
倉
へ
の
文
書
送
付
の
主
体
が
、
被
恩
給
当
事
者
自
身
か
奥
州
管
領
府
か
は
未
考
。
（46
）
「伊
達
家
寄
-9
文
化
財
目
録
・
記
録
」
（
仙
台
市
海
物
館
、
i
九
六
六
年
）
の
「63
神
社
御
用
物
・
11
塩
釜
富
并
来
社
社
家
等
之
儀
一一付
別
当
六
供
社
人
二
相
尋
候
一一一一一目
」。
翻
刻
は
『仙
台
市
史
」
資
料
構
1
、
三
五
二
買
に
も
あ
る
。
（
47
）
前
掲
注
（45
）
小
川
説
に
対
し
て
、
漆
原
徹
氏
は
、
「相
楽
家
文
書
」
足
利
尊
氏
-ib
判
一
色
範
氏
宛
行
状
（
『南
北
朝
造
文
」
第
三
卷
三
一
三
一
号
）
や
、
は
じ
め
か
ら
尊
一 ::… :-一の
袖
判
が
-e
え
ら
れ
た
料
紙
の
存
在
（
「梅
松
論
」
に
見
え
る
「御
判
紙
」）
を
提
示
し
、
」
-
家
も
ま
た
「御
判
紙
」
を
陸
奥
国
へ
-tle
帶
し
て
お
り
、
そ
れ
に
安
端
の
下
文
を
執
筆
さ
せ
て
受
給
者
へ
交
付
す
る
と
ぃ
う
方
式
を
と
っ
た
、
と
い
う
新
説
を
提
示
し
て
い
る
（「袖
判
の
軍
勢
催
促
状
」〈
中
野
栄
夫
編
一'目
本
中
世
の
政
治
と
社
会
」
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吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
所
収
〉
）
。
し
か
し
本
例
の
場
合
は
、
更
料
3
の
存
在
か
ら
、
や
は
り
小
川
氏
が
提
示
し
た
手
続
き
が
と
ら
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
い
。
な
お
漆
原
氏
も
指
摘
し
て
い
る
が
、・一日
家
の
発
給
文
書
を
通
覧
す
る
と
、
因
幡
守
護
在
職
中
（活
動
徴
証
終
見
は
貞
和
二
年
〈
一
三
四
六
〉
十
月
）
に
一儿・L州
に
お
け
る
軍
勢
-lal
促
が
見
え
（
「有
浦
文
一一:」一
貝-l
和
二
年
五
月
二
十
二
日
、
吉
良
!l-［
家
fl-
勢
-fn
促
状
）
、
ま
た
そ
れ
に
先
行
し
て
奥
州
管
領
の
在
職
徴
証
，（「搬
投
神
社
文
一普
」一服
永
四
年
〈
1
二
四
五
〉
九
月
二
十
九
日
、
吉
良
貞
家
書
下
〈
「岩
代
町
更
」
第
二
資
料
一福
I
、
福
・一一一一
県
岩
代
町
、
i
九
八
一一 :-f年
、
四
八
一員
〉
、
「相
馬
文
書
」
「飯
野
家
文
書
」・一一M和
二
」一」，
二
月
九
日
、
吉
良
直
家
:ii-
勢
催
促
状
〈
「史
科
一器
集
」、
「定
本
飯
野
家
文
書
中
世
篇
」
飯
野
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
〉
）
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
推
合
的
に
跡
づ
け
る
か
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。
（48
）
前
掲
注
（
45
）
小
川
著
書
五
五
七
、
-
n
:
六
一
頁
。
（49
）
「仙
台
金
石
志
」
三
所
収
（
「仙
合
市
-!
』
資
料
編
1
、
三
七
四
頁
）
。
（50
）
近
世
鹽
施
神
社
に
お
け
る
別
宮
一
祢
宜
家
。
（51
）
「留
守
家
文
書
」所
収
（
「仙
台
市
-lt
』
資
料
福
1
、
一
九
;-lL
買
）
。
「留
守
分
限
帳
」
の
書
一誌
的
考
察
な
ら
び
に
記
般
内
容
の
分
析
に
っ
い
て
は
、
「仙
台
市
m一一-』
通
史
編
2
古
代
中
世
（
仙
台
市
更
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
七
章
第
'
節
三
（
大
石
直
正
基
基
）
、
第
二
節
二
（・一一 :- :-
，・一 :一執
筆
部
分
）
参
照
。
（52
）
前
掲
注
（
3
）
大
石
論
文
。
（53
）
松
本
源
吉
「陸
前
宮
域
郡
の
古
碑
」
（
「考
古
学
評
論
」
三
、
一
九
四
年
）
掲
載
板
一M一一一一0一号五
〇
。
個
人
所
蔵
。保
存
状
況
完
全
。
石
材
安
山
-
石
（
形
状
は
三
角
形
）
。
法
-ii
、
地
上
高
一
〇
一一・
六
セ
ン
チ
、
幅
八
三
・
二
セ
ン
チ
、
厚
一
四
・
七
セ
ン
チ
。
-lf
子
ア
（
胎
蔵
界
大
1-1
如
来
）
。
組
子
法
量
、
縦
二
-l
・
九
セ
ン
チ
、一一制
二
一a
・
五
セ
ン
チ
、
彫
観
六
・
〇
セ
ン
チ
、
影
深
〇
・
三
セ
ン
チ
。一
種
子
調
法
、
浅
い
薬
研
彫
（平
一器
で
底
線
に
直
角
に
影
り
、
そ
の
後
］寧に
研
磨
）
。
紀
年
銘
両
脇
に
・一見保
元
年
（一
七
四
一
）
の
追
刻
が
あ
る
。一9
t
'
而
は
平
滑
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
本
板
神
の
写
真
は
、m一中
則
和
「過
跡
か
ら
見
る
多
賀
国
府
」
（塩
一M一市
教
育
委
員
会
生
灘
学
習
課
補
『
多
賀
の
国
府
平
泉
鹽
-a
神
社
」
〈
一
要
M一
学
間
所
公
開
識
座
プ
ッ
ク
レ
ッ
ト
平
成
十
八
年
度
第
五
回
塩
-li
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
集
〉
塩
-li
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
所
収
）
二
二
-l
に
掲
破
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
銘
文
の
み
を
記
す
。
ア
八
一 :H
1
-
:
:h一日
建
立
以
前
者
山
中
建
立
此
目
今
之
地
移
也
年
数
惣
四
百
一一'
十
八
年
（54
）
「留
守
分
限
帳
（御
館
之
人
数
）
」
の
段
階
で
は
、
藤
合
や
東
宮
を
知
行
し
て
い
る
（
「仙
台
市
史
」
資
科
編
1
、
一・一儿
四
一員
）
。
（
55
）
前
掲
注
（
3
）
大
石
「腔
奥
国
の
職
国
都
市
」。
（
56
）
安
永
三
年
八
月
、
富
城
一部
一一一:‘方
塩
・一M一
村
-fI:
入
七
左
術
門
ほ
か
風
・工
記
御
用
-!f
出
（
『富
城
県
史
』
二
四
〈
富
城
県
、
一
九
五
四
年
〉
'
二
〇
九
頁
）
。
（
-il7
）
「留
守
家
文
書
」
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
四
月
二
-
七
1
］、留
・一 ::・
家
広
讓
状
（
『 :
仙
台
市
史
」
資
一一-調
1
、
'
:
四
ハ
ー一一一）。こ
の
」
-
趨
津
や
冠
屋
市
場
に
配
属
さ
れ
た
船
a-
が
、
港
浜
を
経
由
し
て
冠
川
水
運
を
航
行
し
て
い
た
（
llf
藤
利
男
「多
賀
の
入
海
」・
大
石
直
正
「く
ら
し
を
支
え
る
市
場
」
〈
前
掲
注
（2
）
入
間
田
・
大
石
構
著
一一一-f所
収
〉
）
。
な
お
、
多
賀
国
府
の
霊
場
と
日
さ
れ
る
石
切
東
光
寺
に
隣
接
す
る
丘
陵
に
は
、
「笠
上
入
適
」
の
名
を
刻
ん
だ
板
碑
が
所
在
す
る
（
『
仙
台
市
・
更
」
特
別
一細
5
板
碑
〈
仙
台
市
、
一
九
九
八
年
〉
B
2
l
1
号
）
。
笠
上
氏
の
本
一
提
地
（
現
行
地
名
は
確
s
神
）
は
多
賀
域
市
・
塩
・
E一一M・の
境
に
位
置
し
、
冠
川
の
流
路
を
押
さ
え
る
地
点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
笠
上
氏
は
冠
川
水
速
に
関
与
し
得
る
国
衡
在
一:-
・
一田
一
-
層
で
あ
っ
た
と
理
解
し
た
い
（
「留
守
分
限
帳
」
で
は
「M
-
:
．之
人
数
」
の
一一'
頭
と
し
て
所
見
す
る
227
付
記
「部
一能
一
神
社
文
一普
」
の
関
覧
に
あ
た
っ
て
は
、一理
・一m一
神
社
博
物
館
の
茂
木
裕
樹
氏
よ
り
愁
切
な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。本
稿
は
、
塩
一一m一み
な
と
文
化
研
究
会
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会
の
報
告
書
は
、
「平
成
17
年
度
港
湾
整
備
基
礎
調
査
報
告
書
」
（国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
塩
釜
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
・
財
団
法
人
港
湾
空
間
高
度
化
環
境
研
究
セ
ン
タ
I
、
二
〇
〇
六
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
〈
‘『仙
台
市
-5t
』
資
科
編
1
、
二
〇
一一員
〉
）
。
（
58
）
中
世
の
「古
老
」
に
っ
い
て
は
、
蔵
持
重
裕
「中
世
古
老
の
機
能
と
様
相
」
（同
「日
本
中
世
村
落
社
会
史
の
研
究
」
校
倉
書
房
、
一
九
九
六
年
所
収
、
初
出
一
九
八
七
年
）
参
照
。
（
59
）
前
掲
注
（
49
）
。
（60
）
前
掲
注
（4
）
-
ma一m一一E
文
二
八
五
頁
、
前
掲
注
（3
）
大
石
論
文
。
参
考
と
し
て
「留
守
分
限
帳
」
に
見
え
る
鈴
本
氏
を
列
挙
す
る
。
①
鈴
木
越
後
1
「御
館
之
人
数
」
第
二
五
位
。知
行
高
四
貰
二
-li
〇
分
。②
鈴
木
但
馬
1
「御
館
之
人
数
」:
空
ハ
一
位
。
蔵
二
標
を
知
行
。
塩
-f
新
町
在
家
一
軒
を
知
行
。
③
鈴
本
準
人
1
「御
館
之
人
数
」
第
六
二
位
。
町
在
家
一
軒
、
蔵
二
棟
、
御
釜
神
領
五
〇
〇
刈
を
知
行
。
④
鈴
木
蔵
之
助
1
「里
之
人
数
」
第
二
六
位
。
四
一 :-
M
-l-
三
〇
〇
分
を
知
行
。
⑤
鈴
木
一（
郎
四
郎
1
「里
之
人
数
」
第
三
八
位
。
二
一
買
六
〇
〇
分
を
知
行
。
⑥
鈴
木
源
左
術
門
1
「里
之
人
数
」
第
四
九
位
。
塩
-l
町
在
家
一
一一-:
、
六
一買
分
を
知
行
。
（61
）
前
掲
注
（57
）
大
石
論
文
。
1̃ 4 は  「鹽施神社文書」 4号、 安大夫が主張した排他的一円領域 (「左宮林」) の四至。
※阿部光浩氏が作成した推定水際線の原図にランドマークを書き込んだ。
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